
 
 
 

  

３月９日東京・福岡で一斉大宣伝行動 

 
   
冷たい雨が一日中降りしきる３月９日、東京４ヵ所（新宿・池袋・品川・錦糸町）と福岡４ヵ所（空港・博多駅・

天神・小倉）で、一斉宣伝行動を行いました（立川は１２日）。判決まで残された日もわずかになり、原告と支援者

は最後まで不当な解雇は撤回すべきと訴えました。池袋駅で訴えを聞いていた方から、「皆さんの訴えを聞いて涙が

出ました。頑張ってください」との感想が寄せられました。（写真は新宿駅南口での宣伝行動） 
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雨にも負けず、解雇撤回の訴え 

●昨日所用で池袋に立ち寄ったら、駅前でＪＡＬ不当解雇撤回裁判の原告団が演説を。政治家のそれと違って 

【切実さ】と【気迫】がバシバシ伝わってきた。●一体どこが【不当】か。①希望退職ですでに人員削減は目 

標に達していた。②経営上必要でなかった。③年齢と病気を理由に解雇。●実はＪＡＬの破綻で私の中で最も 

興味深い経営圧迫の原因が、【大型機の大量保有】どうやら米国との貿易不均衡で、大型機を買わされた背景が 

ある様子。ＴＰＰなど現在進行形の貿易不均衡問題にも関係があるようだ。この裁判を注視することで未来が 

見える。 ●なぜＪＡＬ不当解雇撤回裁判に注目する必要があるのか。この暴挙を許してしまうと【前例】が 

できます。世の中の裁判は【前例】に大きな影響を受けます。【前例】ができると、貴女のお勤めの会社も【こ 

んくらいの不当解雇しても怒られないんじゃん^^】と、貴女を不当解雇する理由が持てるのです。●航空会社 

というと、ＣＡを思い浮かべる。体力も精神力も要求される看護師と同じくらいハードワークだが、独女でも

シングルマザーでも自信を持って自立できる職場。そういう職場が不当解雇を許しちゃうと、女が自立できる

場が減ると思う。【大会社の前例】の影響力はすごいよ。●誰か【無関心主義の一般向けに】わかりやす～く解

説した裁判の争点をトゥゲッターでまとめてくれないだろうか？？？ 

池袋駅で訴えを聞いた方が 

ツイッターで６回つぶやき 


